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 環境省から発表された「一般廃棄物処理事業実態調査の結果について」の報告によると、平成 17 年度における全国
ごみ総排出量は 5,273 万トン、1 人 1 日当たりのゴミ総排出量は 1,131 グラムであり、平成 12 年度以降継続的に減少し、
基本方針でベースラインとしている平成 9 年度 5,310 万トンを初めて下まわった。また、1 人 1 日当たり排出量はピー
ク値の平成 12 年度から約 5％減少した。一般的に排出された一般廃棄物は中間処理場で焼却、破砕、選別等により中
間処理され、減量化が行われる。しかし、中間処理場で処理できない廃棄物や中間処理後残る廃棄物は最終的に最終
処分場で埋め立てることにより処理される。直接最終処分量と中間処理後に最終処分された量とを合計した最終処分
量は 734 万トン、1 人 1 日当たりの最終処分量は 157 グラムであり、減少の傾向が継続しているが、最終処分場の残余












































いて全て第１筆者として公表しており、Korea-Japan Statistics Conference of Young Researchers に
おいて Wakimoto Memorial Fund を受賞している。これらの研究は、最終処分場の最適立地選定に
関する理論と応用への貢献は大きい。以上により、本論文は博士（学術）に値すると判断した。 
